
仙台高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 ディジタル信号処理
科目基礎情報
科目番号 0018 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 情報電子システム工学専攻 対象学年 専1
開設期 4th-Q 週時間数 4
教科書/教材 「Python対応ディジタル信号処理」 阿部正英・八巻俊輔・川又政征（森北出版）
担当教員 平塚 眞彦
到達目標
以下のような能力を修得することを目標とする。１．離散フーリエ変換および高速フーリエ変換の数学的原理について理解できる。２．離散フ
ーリエ変換および高速フーリエ変換を行うことができる。３．周波数領域において信号の性質を説明することができる。４．ディジタルフィル
タの動作を理解できる。５．ディジタルフィルタによりフィルタリングを行うことができる。６．ディジタルフィルタの設計を行うことができ
る。７．計算機により高速フーリエ変換，ディジタルフィルタリングを実行することができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

ディジタル信号処理の基礎概念 ディジタル信号処理の基礎概念を
理解し説明できる。

ディジタル信号処理の基礎概念を
理解できる。

ディジタル信号処理の基礎概念を
理解できない。

周波数領域における信号の分析・
合成

周波数領域における信号の分析・
合成について理解し説明できる。

周波数領域における信号の分析・
合成について理解できる。

周波数領域における信号の分析・
合成について理解できない。

ディジタルフィルタの設計法 ディジタルフィルタの設計法を理
解し説明できる。

ディジタルフィルタの設計法を理
解できる。

ディジタルフィルタの設計法を理
解できない。

学科の到達目標項目との関係
JABEE (A) 実践的技術者としての高度でかつ幅広い基本的能力・素養
教育方法等
概要 ディジタル信号処理は科学技術の広い範囲において応用されており，現代の情報通信の基幹技術である。この授業では

，ディジタル信号処理の基礎概念と周波数領域における信号の分析・合成およびフィルタの設計法について学ぶ。

授業の進め方・方法

この科目は学修単位科目のため，事前・事後学習としてレポートを課す。また，成績評価の対象として，試験を実施す
る。
事前学習：教科書や配布スライドを読み，授業で行う内容と意義を考えて整理しておくこと。事後学習：講義の後には
，毎回演習を行いレポートとして提出すること。演習問題では計算機もしくは手計算（筆算や電卓）により実際に計算
を行うことが必須である。講義を欠席した場合は，自分から担当教員のところへ演習問題を取りに来て，次回の講義ま
でに提出すること。

注意点

本科目は，各コースで学習した「フーリエ解析」「複素関数」「微分積分」「電気回路」等に関連している。フーリエ
変換，ラプラス変換，複素積分については本科で学んでいることを前提とする。
現代の情報通信技術やオーディオ・ビデオなどのディジタルメディアに日ごろから関心をもつことが望ましい。
参考書等：
「ディジタル信号処理の基礎」 辻井重男監修（電子情報通信学会）
「ディジタル信号処理の基礎」 樋口龍雄（昭晃堂）
「多次元ディジタル信号処理」 川又政征，樋口龍雄（朝倉書店）
「高度並列信号処理」 樋口龍雄編（昭晃堂）

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期 4thQ

9週 ・序論
・離散時間信号

・ディジタル信号処理の概念を理解できる。
・離散時間信号の性質を説明することができる。

10週 ・離散時間フーリエ変換
・離散フーリエ変換

・離散時間フーリエ変換の数学的原理を理解し，変換
ができる。
・離散フーリエ変換の数学的原理について理解し，変
換ができる。

11週
・高速フーリエ変換
・ディジタルフィルタの基礎Ⅰ（たたみこみと差分方
程式）

・高速フーリエ変換の数学的原理について理解し，変
換ができる。
・ディジタルフィルタの動作を理解できる。

12週
・ディジタルフィルタの基礎Ⅱ（周波数応答とｚ変換
）
・ディジタルフィルタの解析（伝達関数と安定性）

・周波数領域において信号の性質を説明することがで
きる。
・ディジタルフィルタの安定性を理解することができ
る。

13週
・周波数選択性ディジタルフィルタ
・ＦＩＲフィルタの設計Ⅰ（理想低域フィルタの設計
）

・ディジタルフィルタの周波数特性を説明することが
できる。
・ディジタルフィルタの設計仕様を理解することがで
きる。

14週 ・ＦＩＲフィルタの設計Ⅱ（窓関数法による設計）
・２次元信号とフーリエ変換

・ディジタルフィルタの設計を行うことができる。
・画像に代表される２次元信号の扱いについて理解で
きる。

15週 ・２次元ディジタルフィルタ
・ディジタル信号処理の応用最先端

・画像処理に代表される２次元ディジタルフィルタに
ついて説明することができる。
・ディジタル信号処理の応用事例について理解できる
。

16週 ・試験
・試験の返却および解説

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合



試験 演習レポート 合計
総合評価割合 63 37 100
基礎的能力 26 14 40
専門的能力 37 23 60


